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令和５年度  特定非営利活動法人 みんなの集落研究所 事業報告書 

 

[定款の事業名 ]  個人・家族の課題解決の仕組みづくり支援事業 

[事業内容] 生活を支える機能開発に関する調査・検証 

一昨年度（令和 3年度）より、人々(個)が安心して暮らすことのできる仕組み構築を目指し、こ

れまでの取組の評価検証を行ってきたことを踏まえて、昨年度（令和 4年度）は、暮らしインフラ

としての移動販売を活用した仕組み構築の可能性を検証し、社会的課題に取り組む投融資の活発化

による地域の自律的好循環の形成に向けて「おもいやりの移動販売事業者協会」を設置し、その社

会的役割構築のためのサポートを行った。今年度（令和 5年度）は、オンライン交流会のみの開催

であったが、移動販売事業者同士の近況報告と今後の運営について検討した。 

 

[実施日時] 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

[実施場所] 美作市上山地区・吉備中央町及びその周辺・津山市阿波地区 

 [従事者の人数] ４人       [支出額] 30(千円) 

 

パートナー： 思いやりの移動販売事業者協会・NPO法人英田上山棚田団・上山移動スーパー・ 

いどうスーパーロンドン・ほほえみの郷トイトイ(山口県)他全国の移動販売事業者 

 

▶「おもいやりの移動販売事業者協会」事務局  

令和 5年度はオンラインによる交流会を 7月と 3月に開催。各事業者による移動販売に関連した近

況報告のあと、今後の協会の運営方法（年会費・情報発信等）について検討した。まずは事務局を

務める当研究所のホームページ内で移動販売事業者協会と事業者情報を整理し掲載。問い合わせな

どがあれば事務局で一時対応を行う。必要に応じて移動販売事業者へ繋ぎ、交流会への参加を促

す。協会として今後取組みたい内容としては、それぞれの活動地や現地に集い交流を図ることが挙

げられた。 
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[事業内容] 持続を促す継続支援 

平成 28 年度より岡山県の事業としてすすめてきた「空き家利活用支援コーディネーター派遣事業」

は主体を確立した地域を行政担当者と協働で支援することによって、地域の持続と発展につながる成

果が上がってきた。今年度も引き続き、行政担当者に対する支援に重点を置き、自治体間の学び合い

や関連所轄課(地域づくり・除却・税務等)との連携をすすめた。地域課題が深刻化する今、中山間地域

に暮らす人が人生の最期まで安心して自分らしく暮らし、所有される家や田畑等をそれまで支え合い

ながら暮らした地域の資源として活かされる仕組み構築の検討は昨年度に引き続き行った。 

一方で、県北津山市中心市街地において、その役割を果たすための街への再生に向けて、官民連携

による検討・意向調査を行った。 

 

[実施日時] 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

[実施場所] 岡山県及び県内自治体：総社市・久米南町・津山市・井原市・笠岡市・美咲町 

津山市（上加茂・阿波・田邑地区）・久米南町山手地区・笠岡市飛島 

井原市（野上・大江等まちづくり協議会） 

 [従事者の人数] 11人  [支出額] 5,396(千円)  [受益対象者の範囲及び人数] 200人  

 

▶村の機能再構築 

中期ビジョンの柱の一つである「少ない人口でも暮らし続けられるようにするための土地計画（地

域計画）のあり方検討」に繋がるものとして、土地・建物・山林等を地域で計画的に考える共有財

産化（コモン化）の可能性を自主事業として探った。個別地域や空家委託事業等から情報収集、小

規模多機能自治の先進地域・雲南市で支援に取り組む組織や先進地域での取り組みに関する情報収

集・意見交換を行った。 

 

▶令和 5年度地域の空き家利活用支援  

平成 30年度のモデル事業開始から 5年を迎えた今、社会状況の変化に合わせて危機意識が高く

なっていることも起因して、モデル事業で蓄積してきた地域の空き家活動を横展開させる形で、地

域運営組織による空き家マッピングをきっかけとした話し合いの場やそこから派生した主体的な取

り組みが広がりつつある。ただ、急速に増加する空き家とその問題に対応する行政側の業務負担も

増し、より多様になっている。今年度は、年度当初の初任担当者研修やキックオフ説明会が功を奏

し、新しく総社市や真庭市への支援も行った。総社市においては、地域と協働で解決を図る空き家

支援施策の立案に寄与することとなった。また、地域運営組織（RMO）のまちづくり計画作成等の

取り組みが進み、自発的な空き家活動ができる地域も現れ始めたことで、空き家マッピングをきっ

かけに地域で空き家相談の仕組みを検討したり専門家による相続登記に関する勉強会を開催するな

ど、地域主体による空き家活動や啓発のための取り組みが展開されている。 

今後、さらに空き家を取り巻く状況が加速する中で、これまでモデルとなって先導してきた地域事

例の横展開をしながら、より効果的・抜本的な解決に向けた仕組みづくりにつなげていくため、上

記「村の機能再構築」につながる重要な現場と位置づけ、空家法改正やそれに伴う、行政や民間の

動きを具体的に把握し、そのサポートをしながら進めていく。 
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：岡山県住宅課 

▶地域協働空家等マッピング事業  

上記県事業をきっかけに久米南町における事業化をサポートした。31町内自治会を対象とした空き

家のマッピングワークショップを実施し、より具体的実際的な空家情報の把握と共有を行うと同時

に、地域での状況把握の重要性や登記の義務化等、空き家が所有者不明・管理不全空家にならない

ための啓発などの場とした。また、町担当課に対して、今後の町全体の支援制度や体制に関する提

案も行った。                                 ：久米南町 

 

▶津山市中心市街地活性化に係る支援  

津山市の中心市街地における自治的なまちづくりの在り方支援を目指して、令和 4年度に津山市中

心市街地の関係者を対象とした意向調査を実施した。結果、多くの人が「中心市街地を変えていき

たい」と考えていることが明らかになったことを受けて、自治の受け皿としての組織づくりを視野

に、今年度は全 6回のワークショップ・勉強会を開催し、特にそのための施策である「官民連携ま

ちなか再生推進事業」への理解を深め、申請に向けた準備を重ねた。来年度は住民主体によるエリ

アプラットフォーム（自治的なまちづくりの枠組み）を設立し、未来ビジョン策定と社会実験、

ワークショップなどを実施していくプロセスの支援を引き続き行う。 

：津山市中心市街地活性化協議会 

 

▶地域とつなぐ関係創出事業業務 

和田デザイン事務所との協働により「何度も行きたくなる身近な田舎を持つ」関係人口の創出を目指

す津山市の事業を受託して実施した。特に地域側の受け皿支援を行うと共に参加側の掘り起こしを

担い、住環境から自然体験へのニーズが高いとされる岡山市 JR北長瀬駅前エリア在住の親子をター

■■地域の空き家活動支援■■ 

■■自治体担当者サポート■■ 

岡山県との空き家利活用支援コーディネーター派遣事業 
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ゲットに、自然での体験活動を魅力の一つとしている津山市加茂町知和地区での活動を支援した。 

：津山市・（株）和田デザイン事務所 

 

[事業内容] 集落に暮らす次世代の参画・チャレンジを支える事業 

地域に暮らす中高生・大学生が地域を知り、地域に役立つことで自身の成長の糧にできる機会づく

りを目的に、美作県民局管内の高校と連携して生徒と地域のマッチングを図り、地域資源を生かした

地域課題解決のための企画運営チャレンジをサポートした。 

 

[実施日時] 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

[実施場所] 美作県民局管内 ソシオ一番街・銀天街・元魚町・津山東高校・津山中学校・林野高校 

      備中県民局管内 井原市野上地区・新見市千屋地区 

[従事者の人数] 11人   [支出額] 3,537(千円)   [受益対象者の範囲及び人数] 600人 

 

▶津山圏域高校生等との協働による地域課題解決支援 

令和元年度より、高校生の地域愛醸成と県北地域が誇る特産品や地域オリジナル商品の周知を主な

目的として、「県北のうまいもん大集合！うまいもん商店街！」を年 1回津山市内の商店街で開催し、

令和 5 年度までに 5 回開催している。本イベントは高校生実行委員会が企画運営を行い、美作県民

局管内の 6校から有志 15名が参加した。また、地域への関心をもつ高校生と高校生の力を借りたい

地域運営組織のマッチング支援も行い、地域側としても高校生の参画を関係人口に通ずる地域の課

題に一緒に取組む仲間として捉え、子どもや保護者世代などこれまで地域づくり活動への参加が少

なかった層との懸け橋になる場面も見られた。高校生自身も地域との協働の中で、県北地域への愛着

心の醸成や自己肯定感の向上、コミュニケーション能力を高める機会にも繋がっている。 

：美作県民局及び管内の地域 津山市高倉地区・津山市城西地区・鏡野町上齋原地区他  

：参加校 津山東高校・津山工業高校・美作高校・林野高校・勝間田高校・希望高等学園 

 

▶学校における地域コーディネート活動（県立津山東高・津山中学） 

令和元年度より、岡山県立津山東高等学校の地域協働活動コーディネーターとして、同高 2年生の

課題探究学習に年間通じて関わり、主に津山市ならびに鏡野町の地域の現状と課題、資源をもと

に、高校生目線での課題解決提案と地域運営組織との実践のサポートを行った。また、津山中学校

（主に 1年生）においては外部講師として総合的な探究の時間に携わり、県北部における地域づく

りの取組みの現状を紹介し、フィールドワークにおける心構え、報告会での指導講評も行った。 

：津山東高校・津山中学校・上加茂地区・佐良山地区

等 
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▶大学生と実施する地域の課題解決支援事業  

地域が自主的に若い世代を迎え入れ、課題解決のための取組へつなげるためには、地域の主体形成

と外部人材との効果的な接続が重要となることから、備中県民局が実施する地域の課題解決を目的

とした大学生との連携事業を支援した。2年目となる今年度は、地域の主体形成と外部人材との効

果的な接続に、より一層主眼を置き、対象 2地区の地域運営組織が策定している「地域計画」をも

とに大学生人材のコーディネートを行い、地域の課題解決につながる活動支援や提案を行った。次

年度につながる地域と大学生との関係構築や実践的な取組へ展開されるケースもあり、県民局事業

としての事業改善の提案も行うことができた。 

：備中県民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶赤磐市フューチャーデザイン事業 

財務省で推進されている新たなワークショップ手法「フューチャーデザイン」について赤磐市が主

導で進める事業の実施支援を通して、地域づくりにおいてアプローチしづらい次世代住民への参画

を促すアクションや主軸においている地域運営組織支援以外の支援手法、支援実績を積むことがで

きた。その実施支援を通して今後の市政や総合計画等の各種計画への反映に向けて参考となる多く

の声を拾い上げることができた。 

                    ：赤磐市 
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[ 定款の事業名 ]  集落 ・ 組織の課題解決の仕組みづ く り支援事業 

[事業内容]自治体の地域運営組織等支援体制の把握及び推進支援事業 

岡山県内自治体による地域運営組織の体制構築を推進するために、県内外における地域運営組織の

形成支援に関する状況把握を行った。また自治体内部の支援体制整備を加速させるために、担当課を

超えた連携のための情報収集やワークショップ・研修会による地域状況の把握や仕組みの検討、地域

へのアウトリーチ手法のノウハウ提供及び検討を行った。また、市町村サポート体制支援として、モ

デル的な地域の運営拠点形成に関する地域計画づくりのサポートも行った。 

 

[実施日時] 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

[実施場所] 岡山県・美作県民局管内および笠岡市（今井地区）新見市（上刑部・大竹地区） 

自治体：鏡野町・美咲町・瀬戸内市・津山市・笠岡市・井原市 

新見市・京都府京丹後市 

 [従事者の人数] 17人     [支出額] 14,600(千円) 

[受益対象者の範囲及び人数] 自治体担当者 17＋地域住民(地域運営組織メンバー)200人  

 

▶美咲町まちづくり協議会の主体形成支援及びまちづくり会議等協働の仕組みづくり支援  

平成 30年度より町が本格的に事業を開始した『美咲町版小規模多機能自治』の制度化・実質化に

向けての仕組みづくり支援と並行し、地域主体かつ課題解決型の地域運営組織の推進を行ってき

た。住民アンケート調査で地域の課題を把握する地域も増え、将来の計画づくりと並行して、防

災・鳥獣害・空き家・福祉等の具体的な課題の解決に至るケースが生まれており、地域づくり担当

課だけでなく、社協をはじめとした事業実施の担当課と個別地域の戦略検討を行う機会も増えてき

ている。一方で地域の成熟度に合わせた庁内連携や小規模多機能自治をより一層進めていく上での

制度設計が必要である。また、行政内部での連携会議では「自治会長の負担軽減」をテーマに協議

を行い、結果をもとに地域代表者へのヒアリングも実施する中で、自治会長の負担軽減への第一歩

となる仕組みづくりへと繋がり、町が推進する DX計画との連動も図っている。みんなの集落研究

所としても一体的な支援を図るべく、昨年度同様県北、県南事務所の両スタッフが合同で支援に入

り、組織体制を活かした支援を行うことができた。                  

：美咲町 
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▶鏡野町地域づくり協議会運営支援及び庁内連携支援 

鏡野町未来・希望基金事業を活用して地域課題解決に取り組む、町内 12地区の地域づくり協議会

へのヒアリング、相談対応、打合せ、会議やワークショップ等のサポートを平成 30年度より継続

的に実施。今年度は令和 4年度に発行した地域づくり協議会かわら版特別号を更新し、各協議会の

主要事業を紹介するとともに、協議会相互の交流と地域課題解決の取組共有を図るため、情報共有

会の運営を行った。同じ町内の先進的な取り組みに刺激を受ける地域も多く、空き家や高齢者の生

活支援などの課題解決に取組んでいる協議会も増えてきた。令和 6年度は町の現行の補助制度の見

直しの年であるため、制度の見直しも含め、各地区の課題解決に向けた取組のサポート及び情報共

有会の運営、そして福祉部局と小地域ケア会議と地域運営組織の協働による包括的な体制の整備に

向けた庁内連携推進のサポートを行う。                       

：鏡野町 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶瀬戸内市地域自治組織制度づくり支援業務  

地域へのヒアリング、話し合いの場サポート、行政庁内横断による情報交換の場の実施支援を通し

て、市内 3地区の地域自治組織づくりに向けた支援とその制度づくりに関する制度設計支援を行っ

た。                                      

：瀬戸内市 

 

▶令和 5年度 地域マネジメントコンサルティング業務  

県内 3つの市町を中心に、地域運営組織の設立・再構築や庁内連携による支援体制づくりの支援を

行った。3年目となる今年度は、これまでの実績をもとに、市職員による地域支援チーム形成のサ

ポートや庁内連携会議支援を通して、まちづくり計画策定を軸とした地域の主体形成に寄与するこ

とができた。行政庁内の仕組みづくり支援の面では、庁内連携の難しさを改めて実感した 1年で

あったが、その経験を踏まえ、各市町村の地域運営組織推進に関する環境調査を県全体で取り組む

ことで、県においても庁内連携を図り、市町村・地域の課題解決につなげるケースを生み出すため

の事業改善提案につなげることができた。 

①笠岡市 

地域が主体的に取り組む地域計画づくりの支援について、市職員が行う地域支援手法の構築と支

援人材育成の観点からサポートを行った。モデル 3地区ごとに異なる支援手法の提案や、市職員

とのファシリテーションスキルの検討、地域計画づくりに向けた話合いサポートの実践を通し

て、市職員がまちづくり協議会の支援手法や支援体制の在り方をイメージすることができた。特

に今年度は拠点形成計画策定支援の面でも市職員と協働で取り組んだため、行政庁内の連携によ

る地域の課題解決ケースを発掘することができた。 
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②井原市 

庁内連携会議の設置支援、庁内連携支援体制づくりについて、地域運営組織の制度改善と市とし

て目指すべき定義づけ(協働指針の改訂)のサポート、そして行政庁内の連携支援体制構築の支援

を行った。昨年度以上により具体的かつ実践的な庁内連携を目指しながらもその難しさを実感し

たが、その内容を踏まえて、井原市が次年度取り組むべき地域支援、庁内連携の進め方を整理

し、提案することができた。 

③新見市  

市内 2地区に対して、新見市と協働で拠点形成計画策定支援を行い、施設改修に留まることな

く、地域運営組織による課題解決のための拠点整備につなげるための話合いの場サポートや計画

策定支援につなげることができた。 

：岡山県中山間・地域振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶生き活き拠点づくり促進事業情報発信業務  

「小さな拠点」形成において地域運営組織や地域計画の重要性、行政庁内における支援制度や連携

支援体制の構築に関する効果検証を行い、県・市町村にとって拠点形成に必要な情報を整理した。

また、それらの調査内容をもとに地域・行政向けの研修会を実施し、拠点形成に関する情報発信を

行った。 

：岡山県中山間・地域振興課 

 

▶「令和 5年度小規模多機能自治推進ネットワーク会議 中国ブロック会議」 

主に中国地方の小規模多機能自治ネットワークメンバーを対象に、岡山県井原市・島根県益田市か

らの話題提供をもとに、まちづくりとひとづくりの連携に関する重要性や可能性について、参加市

町村間の情報提供や意見交換を行った。 

1月 12日(金)、井原市での現地開催、39名の参加。   ：小規模多機能自治ネットワーク会議 
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▶美作県民局管内の地域運営組織等の相互交流・情報交換支援 

美作県民局管内の地域運営組織のリーダーや事務局を主な対象とし、地域の課題解決に向けた取り

組みの横展開を図ることを目的に、10月（56名参加）には「子どもや若者の地域づくりへの参

加」をテーマに津山市高倉地区と鏡野町中谷地区より事例紹介を行い、取組みの概要や参加の輪を

拡げるポイント等の情報交換を行った。また 3月（31名参加）には「空き家対策」をテーマに美作

市梶並地区において現地視察と事例紹介を行う機会を設け、空き家管理サービスやお試し住宅の管

理等の取組みを共有し、地域運営組織メンバーによる情報交換の場となった。   

：岡山県美作県民局 

 

 

 

 

 

 

 

 

[事業内容]集落支援  

まちづくり協議会・住民自治協議会等、相談のある地域を中心に計画づくりや設立支援などを実

施し、地域の主体づくり・組織体制づくり・計画づくりに寄与した。役員会議への運営助言、会議

の事前打合せへの助言、住民アンケート実施分析に基づく事業計画への助言、先進地の視察マッチ

ング等地域支援組織の運営サポートを行った。防災をテーマとした取り組みも支援した。 

 

[実施日時] 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

[実施場所] 津山市(新加茂・田邑・佐良山・院庄地区)・美作市豊田地区 

井原市(野上・大江)・久米南町山手地区・津山市阿波地区・真庭市美甘地区 

京都府京丹後市（弥栄・峰山・網野地区） 

[従事者の人数] 10人  [支出額] 4,166(千円)   [受益対象者の範囲及び人数] 2,000人 

 

 

                                   

▶県北個別地域の防災力強化ならびに防災講演会開催支援 

地域が主体となった防災の取組みを展開していくための伴走支援として、津山勝部町内会と美咲町

垪和地区において災害図上訓練による地区内の危険箇所等の把握や防災まちあるき、各自治会での

防災や福祉の取組み共有、今後必要な取組みのアイデア整理等のサポートを行った。事業終了後も

地域が自主自立的に活動を実施できる計画を策定し、垪和地区では美咲町小規模多機能自治へ令和

6年度からは移行する方針にも繋がった。また、市町村の自主防災組織の現状や課題、今後の展望

に応じた防災講演会を真庭市、津山市、美作市において開催した。  

：美作県民局 
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▶集落大図鑑  

瀬戸内市裳
も

掛
かけ

地区で地域全体での取り組みへの機運づくりや子どもを中心とした取り組みをきっか

けに、農地や空き家の集落共有の可能性について取材し冊子を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶個別地域支援  

・津山市新加茂地区：役員会議への運営助言ならびに会議事前打合せへの助言     

                       ：新加茂地区住民自治協議会 

・津山市佐良山地区：役員会議への運営助言ならびに中期計画書等へのアドバイス  

                       ：佐良山住民自治協議会 

・津山市院庄地区：役員会議への運営助言ならびに先進地視察マッチング 

                       ：院庄まちづくり協議会 

・津山市田邑地区：田邑まちづくり活性化協議会への運営サポート 

                       ：津山市連合町内会田邑支部 

・美作市豊田地区：豊田地区を考える勉強会ならびに「おかやま元気！集落」の事業運営サポート 

                       ：豊田地区自治振興協議会 

・井原市大江地区：高齢者向けアンケートの分析、活動実施に向けた情報提供や話し合い支援 

                                 ：大江まちづくり協議会 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

新加茂地区ワークショップ         田邑地区（高梁市宇治地区視察）         豊田地区交流会 
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[ 定 款 の 事 業 名 ]  地 域 を 支 え る 人 材 の 支 援 ・ 育 成 事 業 

[事業内容]支援者支援 

地域を主語とした実践的で効果的な地域支援のプロフェッショナルを目指す担い手の育成やネッ

トワーク化のため、支援者を対象とした勉強会や研修を企画・実施、講師派遣を行った。 

 

[実施日時] 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

[実施場所] 中国 5県・京丹後市・岡山県内全域・笠岡市・赤磐市 

[従事者の人数] 10人  [支出額] 4,607(千円)  [受益対象者の範囲及び人数] 300人 

 

▶笠岡市市民活動支援センターアドバイザー業務  

笠岡市における地域課題解決のための支援体制構築支援について、市民活動支援、地域組織支援の

両面からアプローチし、行政庁内の連携支援体制にもつながるノウハウ支援・助言・提案等のアド

バイザー業務が実施できた。主体的に地域運営を図るまちづくり協議会の増加や新たに就任したま

ちづくり支援員を中心に自走した支援が実現し始めるなど、実践的な支援体制や庁内連携の仕組み

が形成されつつある。 

：笠岡市 

 

 

 

 

▶京丹後市 新たな地域コミュニティ推進に係る庁内連携コーディネート業務 

  京丹後市で取り組んでいる新たな地域コミュニティの推進そして重層的支援体制整備事業の実施に

向けて、部局を超えた庁内の連携促進や業務棚卸に向けた企画立案の支援及び庁内調整会議へのア

ドバイスを行った。 

：京丹後市 

▶ファシリテーション研修     

地域の主体形成を支援する行政の担当課職員や地域担当職員、若手職員、中間支援人材に対して、

地域づくりに求められるファシリテーションスキルについて学ぶための研修を実施した。 

：中国 5県支援者 NW・笠岡市・京丹後市 

・令和 5年 4月 21日 中間支援組織・支援センター役職員向け合同研修 2024 

・令和 5年 6月 2日  京丹後市重層的体制整備事業研修 

・令和 5年 1月 24日 令和 5年度第 1回協働推進員研修（津山市） 

・令和 6年 2月 9日  笠岡市地域担当職員研修 

 

▶中国 5県中山間地域振興部会スキルアップ研修事業 

中国地方の中山間地域対策を担当する県職員、市町村職員をはじめ、関係部局等その他関係機関の

支援者を対象としたスキルアップ研修を実施し、美咲町において地域の課題解決活動とその支援体

制を一体的に取り組んでいる状況をパネルディスカッション形式で配信し、地域支援ノウハウの横

展開や連携支援の重要性を共有した。 
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[事業内容]地域の担い手育成支援 

地域が主体的に考え、話し合い、決定するテーマとして、地域の農地管理・農業の継続が重要に

なっている。地域資源の適切な保全管理を維持するために、非農家も含めた地域全体で地域の 5 年

後 10年後の姿を話し合い、計画できるような人材育成と伴走支援を行った。 

農林水産省でも農村 RMO として推進している中、地域がこうした事業をどう活かすか、所轄の農

業系行政担当者や RMO担当者・地域福祉担当の社会福祉協議会等とも情報共有や検討を進めた。 

 

[実施日時] 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日 

[実施場所] 岡山県内全域・津山市加茂地区・新見市・津山市・久米南町  

東京・鳥取県・兵庫県・笠岡市 

[従事者の人数] 18人  [支出額] 4,979(千円)  [受益対象者の範囲及び人数] 1,280人 

 

▶農業振興・農地管理運営の核となる人材育成手法の構築         ：岡山県農村振興課 

1)地域戦略立てのための話合い手法研修  

農地や農業に関心の高い地域リーダーを対象

に、岡山県内 2会場で 3回連続講座を開催した。 

会場：県北）津山リージョンセンター  

県南）きびプラザ・土橋交流センター 

参加者：県北 21名 県南 39名 

講師：田邉晃次氏（県北第 3回のみ） 

梅谷真慈、水柿大地、三村雅彦、 

矢萩佑太 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)農家民宿等の運営支援 

県内の農家民宿経営者に講師を依頼し、インバウンド受入をテーマ

に先進的な取組や誘客に必要となる個別スキルを学ぶことができる

講座を農家民宿を会場として開催した。 

講師：山本侑香氏 

ファシリテーター：藤井裕也 

モデレーター：梅谷真慈  
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▶農村ＲＭＯ推進支援  

農林水産省が農村 RMOとして推進することになり、地域の担い手や支援者が          

この流れをどう読み、地域に活かすべきかについて、以下の講座やワーク

ショップを通じて、農業振興支援者や非農家も含めた住民を対象に、地域の

主体形成の重要性を共有した。 

・令和 5年 11月 9日 農村 RMO推進フォーラム[中国四国農政局・真庭市] 

・令和 5年 11月 16日・17日  農村 RMO中央研修[農林水産省・東京] 

・令和 5年 11月 30日 令和の農村地域づくりコーディネート力養成講座   

第 3回[ひょうご農林機構] 

・令和 6年 2月 2日 高梁地域農業者の集い 

 

▶農村型地域運営組織(農村 RMO)形成推進 

【加茂の今後を考える会―津山市支援者円卓会議】  

令和 3年度の岡山県人材育成講座 地域戦略の立て方編‐津山

会場‐に「加茂の今後を考える会」発起人メンバーが参加した

ことをきっかけに、加茂地域４支部でそれぞれ実状や課題は異

なる中でも、それらを共有しながら、地域全体で地図作業や話

合いの場を設け考えていくことができないかと、加茂地域全４

支部に声を掛け、「加茂の今後を考える会」をスタートした。 

令和 5年度は特に地域資源の把握・活用をテーマに話合いを行い、

約 2年間の話合いが実を結び、具体的な実践につなげていく動きが生まれている。事前の戦略会

議は加茂地域で農村 RMOを立ち上げるための検討の場にもなっており、農村 RMOの 1つのモデル

となるよう引き続き支援を行う。 

令和 5年度は岡山県の農村型地域運営組織(農村 RMO)形成推進業務として、津山市加茂支所・農

村振興課・地域づくり推進室と、社会福祉協議会サブセンター・岡山県農村振興課・美作県民局

農業振興課・地域づくり推進班・美作広域農業普及指導センターと加茂地域内において、農村

RMO事業のより効率的・効果的で持続可能で地域住民が主体的に取り組める体制やそのための課

題や注視すべきことについて情報交換できた。同時に、他地域からの要望を受けて、当該地域の

アプローチの方法についても協議した。 

【美咲町小規模多機能自治地域―地域みらい課・産業観光課】 

農村型地域運営組織(農村 RMO)形成推進業務では、同時に「美咲町で高まっている課題解決のた

めの地域の小規模多機能自治の取り組みの中で、農村 RMO事業をどう活かすか」をテーマに、各

地域の地域カルテをもとに、地域みらい課・産業観光課と情報共有と協議した。 

 

その他、久米南町山手地区等空き家事業で伴走支援してきた地域からも、農村 RMOの活用につい

て情報収集したい、等の申し出があり、農村 RMOフォーラムの紹介等行った。 

 

  

加茂の今後を考える会 
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[事業内容]講師派遣・委員  

[実施日時] 令和 5年 4月 1日～令和 6年 3月 31日  

[実施場所] 岡山県全域・全国  

[従事者の人数] 8人   [支出額] 1,612(千円) [受益対象者の範囲及び人数] 80人 

       

▶各種講座 

・令和 5年 7月 10日 広島大学「ひろしま平和共生リーダー概論」授業 

・令和 5年 7月 15日 山陽新聞シンポジウム 

・令和 5年 8月 26日  新・ももたろう未来塾 

・令和 5年 10月 7日  日本技術士会第 27回西日本技術士研究・業績発表年次大会 

「RMO(地域運営組織)の推進と多分野庁内連携について」 

・令和 5年 10月 17日 岡山県市町村 PTOT連絡会研修会 

・令和 5年 10月 27日 市民協働のまちづくり講演会(広島県東広島市) 

・令和 5年 11月 10日 仕組み屋石原塾 in Nagato(山口県長門市) 

・令和 5年 11月 21日 小さな拠点ワークショップ(Ridilover) 

・令和 5年 11月 26日 草間防災 

・令和 5年 12月 1日  復興むらづくり協議会交流・勉強会(熊本県南阿蘇村) 

・令和 6年 1月 18日  空家等対策担当者勉強会(青森県青森市) 

・令和 6年 2月  2日  高梁市地域農業者のつどい 

・令和 6年 2月 24日  京丹後市地域コミュニティ推進大会(京都府京丹後市) 

 

▶寄稿 

・『西日本社会学会年報第 22号 2024年 55頁-62頁』 

「地域支援の現場から―特定非営利活動法人みんなの集落研究所の組織と活動―」  

首席研究員 阿部典子  

・『日本技術士会第 27回 2024年 西日本技術士研究・業績発表年次大会論文』 

「RMO(地域運営組織)の推進と多分野庁内連携について」 首席研究員 阿部典子 

 

▶各種委員会の派遣 

首席研究員 阿部典子 

・岡山県備前県民局地域づくり推進アドバイザー会議委員 

・美作国創生公募提案事業審査委員会委員 

・美作県民局中間報告委員会 

・倉敷市民企画提案事業審議会委員 

・新見市建築審査会委員 

・新見市都市計画審議会委員 

・美咲町行財政改革審議会委員 

・美咲町振興計画審議会委員 

・美咲町地域まちづくり会議委員 

・美咲町提案型地域課題解決応援交付金選定委員会委員 
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・旭みらいデザイン検討委員会委員 

・井原市空家等対策推進協議会委員 

・井原市指定管理者選定委員会委員 

・元気いばら創生戦略会議委員 

・島根県中山間地域研究センター運営協議会研究課題評価専門委員会委員 

研究員 三村雅彦 

・岡山県立津山東高等学校学校運営協議会委員 

 

 

運営に関する事項                           

組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）総会／通常総会（全 1回）※正会員総数 23名(令和 5年 6月 8日)  

場所：当法人会議室（岡山市北区表町 1丁目 4-64上之町ビル 3階）他オンライン開催 

開催日 出席 決議事項 

2023(令和 5)年 

6 月 8日（木） 

出席 16 名 

・本人出席 12名 

オンライン出席 10名含む 

・委任状   3名 

・書面評決  1名 

欠席 7名 

・2022(令和 4)年度(第 10期)事業報告および活動決算に

ついて 

・2023(令和 5)年度(第 11期)事業計画および活動予算に

ついて 

・役員の改選について 

 

 

 

  

総会

執行役会 首席研究員

県南事務所

研究員

調査員

嘱託調査員

県北事務所

研究員

調査員

調査員

事務員

評議員会
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（２）執行役会（全５回） ※執行役総数８名       

開催場所：当法人事務所（岡山市北区表町１丁目 4-64上之町ビル 3階） オンライン 

回 開催日・出席数 決議事項 

1 

2022(令和 4)年  

6月 13 日(月)  

・出席８名 

① 第９期事業の決算  

② 第 10期の事業計画   

[確認事項]総会の進め方 

2 

2022(令和 4)年 

9月 26 日(月） 

・出席８名 

① 第 10期の事業内容とその進捗 

② 人員体制及び人事採用  

③ 評議員会の運営について 

[協議事項]10期記念事業企画 

3 

2022(令和 4)年 

11月 16日(水） 

・出席８名 

① 第 10期の事業内容とその進捗 

② 次年度(第 11期)の事業方針とそれに向けた調整 

[協議事項]10期記念事業の進め方 

4 

2022(令和 4)年 

12月 19 日(月） 

・出席８名 

① 第 10期の決算について 

 

5 

2023(令和 5)年 

1月 9日(月) 

・出席８名 

① 今年度(第 10期)の事業進捗と決算 

② 次年度(第 11期）の事業方針とそれに向けた調整 

③ 次年度の人員配置について 

 

 

(３)評議員会  

 評議委員会のあり方や就任いただくべき地域や分野に関する検討を執行役を中心に行った。 

その結果、変換に向けたステップとして「地域リーダー100人会議」を開催し、同会に現状の評議員

にも参加いただくことで、中期ビジョンに繋がるテーマについて議論を行った。 
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（４） 全国・他地域での研修や行事への参加など  

行事名 開催日 場所 出席者 

■美作市上山で農地農業スタッフ勉強会 

県農振事業や農村 RMOなど農業農地についての

事業が進んでいる中、改めて知っておかなけれ

ばいけないこと、知りたいことを学び合う。 

令和 5年 

4月 19日

(水) 

美作市上山

いちょう庵 

三村・小野 

永田・矢萩 

岸部・諏訪 

■中間支援組織人材学校「春の合宿研修」 

支援者として大切で外せない基礎を学ぶ研修。

【意思・覚悟、立ち位置形成、先読み、手順化

設計】（１日目） 

令和 5年 

4月 21日 

（金）  

みはらし 

会議室 
矢萩・岸部 

■中間支援組織人材学校「春の合宿研修」 

日常のセミナーやイベントの企画運営、相談や

広報のポイント。データ収集、情報の編集から

白書を作成するポイントを学ぶ。（2日目） 

令和 5年 

4月 22日

（土） 

みはらし 

会議室 
矢萩・岸部 

■中間支援組織人材学校「春の合宿研修」連動

オプション企画 G7倉敷労働雇用大臣会合開

催連動企画「勝手に前夜祭」～「働く」に関す

る課題をもっと知ろう・考えよう～ 

令和 5年 

4月 21日

（金） 

みはらし 

会議室 
矢萩・岸部 

■小規模多機能自治推進ネットワーク会議主催

「初夏の陣」小規模多機能自治 インタビュー

＆課題共有／解決研修 （２日間） 

令和 5年 

6月 14日

（水） 

6月 15日

（木） 

オンライン 矢萩・岸部 

■中間支援広島研修 

・地域運営組織 2.0空き家 

・事務支援受講 

・若手支援者広島研修 

令和 5年 

11月 11日 

（水） 

11月 12日 

（木） 

広島大学 

東千田 

キャンパス 

三村・小野 

■令和 5年度 第 2回 農村 RMO推進研究会 

【第一部】事例発表 

・関係府省連携による取組からの事例紹介 

・加子母むらづくり協議会（岐阜県中津川市） 

・下山学区地域づくり協議会（愛知県岡崎市） 

・東米良地区 1000年協議会（宮崎県西都市） 

【第二部】ディスカッション 

令和 6年 

1月 10日

(水) 

 

オンライン 矢萩 
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（５） 管理するウェブサイトなど 

下記のウェブサイトを運営し情報発信を行った。 

ウェブサイト名 URL 

NPO 法人みんなの集落研究所 http://www.npominken.jp/ 

Canpan ブログ みんなの集落研究所 

※平成 30年 10 月より新規 HPへブログ機能を統合 
http://blog.canpan.info/minken/ 

Facebook みんなの集落研究所 https://www.facebook.com/npominken 

 

 


